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１．場内水質等モニタリング地点位置図
 
場内水質等モニタリング地点位置図
 
地下水位一斉調査地点
 
沢水・湧水・地下水調査地点
 
浸出水調査地点
 
風向風速、雨量計位置図
 
ガス濃度モニタリング調査地点
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２．地下水位・電気伝導率の経時変化（
Bw-01,Bw-02
）
  
＜
Bw-01
：地下水位＞
                                           
＜
Bw-02
：地下水位＞
               
＜
Bw-01
：電気伝導率・水温＞
                                       
＜
Bw-02
：電気伝導率・水温＞
                    
この間の急激な電気伝導率の変動は、
ÃÞ°À
回収および
 
採水に伴う
¾Ý»°
の引上げによる影響
  010203040506004/5/104/6/104/7/104/8/104/9/104/10/104/11/104/12/105/1/105/2/105/3/105/4/105/5/105/6/105/7/105/8/105/9/105/10/105/11/105/12/106/1/1
雨量
(mm/hr)50.050.551.051.552.052.553.0
地下水位
(TP m)
雨量地下水位
01020304050607004/5/104/6/104/7/104/8/104/9/104/10/104/11/104/12/105/1/105/2/105/3/105/4/105/5/105/6/105/7/105/8/105/9/105/10/105/11/105/12/106/1/1
雨量
(mm/hr)
　水温
(
℃
)0306090120150180210
電気伝導率
(mS/cm)
雨量水温電気伝導率この間の急激な電気伝導率の変動は、
ÃÞ°À
回収および
 
採水に伴う
¾Ý»°
の引上げによる影響
  010203040506004/5/104/6/104/7/104/8/104/9/104/10/104/11/104/12/105/1/105/2/105/3/105/4/105/5/105/6/105/7/105/8/105/9/105/10/105/11/105/12/106/1/1
雨量
(mm/hr)55.055.556.056.557.057.558.0
地下水位
(TP m)
雨量地下水位
01020304050607004/5/104/6/104/7/104/8/104/9/104/10/104/11/104/12/105/1/105/2/105/3/105/4/105/5/105/6/105/7/105/8/105/9/105/10/105/11/105/12/106/1/1
雨量
(mm/hr)
　水温
(
℃
)0306090120150180210
電気伝導率
(mS/cm)
雨量水温電気伝導率＜地下水位
(Bw-01
・
Bw-02)
＞
 
地下水位は、おおむね昨年度と同様の傾向を示し、
Bw-01
と
Bw-02
を比較すると
Bw-02
の水位変動が大きく、降雨による水位変動がより鋭敏に現れている。
  
電気伝導率に関しては、
Bw-01
ではおおむね
120mS/m
を示し比較的安定している。一方、
Bw-02
では、
100
～
140mS/m
を示し、秋期～冬季に低くなる周期性が伺える。
  
なお、経時的な変化の傾向については、
Bw-01
および
Bw-02
ともに昨年度の変動範囲内で推移しており明瞭な傾向は見られなかった。
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３．地下水位一斉調査＜下段部＞
05101520253035404504/12/1905/1/1805/2/1705/3/1905/4/1805/5/1805/6/1705/7/1705/8/1605/9/1505/10/1505/11/1405/12/1406/1/1306/2/12
地下水位
(
管頭
 -m)b-1b-2'b-4b-5b-5'b-6b-7b-7'b-9b-10b-11b-17'bw-1bw-2bw-3bw-4
＜中段部＞
05101520253035404504/12/1905/1/1805/2/1705/3/1905/4/1805/5/1805/6/1705/7/1705/8/1605/9/1505/10/1505/11/1405/12/1406/1/1306/2/12
地下水位
(
管頭
 -m)b-14b-17b-18b-19b-24b-25b-26
＜上段部＞
05101520253035404504/12/1905/1/1805/2/1705/3/1905/4/1805/5/1805/6/1705/7/1705/8/1605/9/1505/10/1505/11/1405/12/1406/1/1306/2/12
地下水位
(
管頭
 -m)b-22b-23b-28b-29b-30b-31b-34b-35b-36b-38b-40b-43b-44b-46b-48b-500102030405060
雨量　
(mm/h)b-38
および
b-44 
自主撤去作業エリア内にあるため、
 
作業に伴い観測井の管頭切除によるよる測定値の変動である。
 b-18
および
b-26 
観測井の管頭高さは変化していない。
 
降雨による影響（？）
 
＜地下水位＞
 
場内の地下水位は、降雨による変動が認められる以外、経時的な変化については認められない。
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４．水質分析結果
  
＜地下水：
Bw-01
＞
                                   
＜地下水
(Bw-01
・
Bw-02)
＞
 
健康項目およびダイオキシン類については、
Bw-01
および
Bw-02
ともに全ての項目について地下水の環境基準に適合する結果であった。
 
なお、昨年度の調査で地下水中から検出された「鉛」・「砒素」・「ふっ素」・「ほう素」・「硝酸性窒素および亜硝酸性窒素」については、本年度も検出されているが経時的な変化は認められなかった。
  
地下水（
Bw-01
）　ヘキサダイアグラム
15.0 10.0 5.0 0.05.010.015.0H16.10.4H16.12.9H17.2.9H18.4.27H18.5.30H18.6.21H18.7.22H18.8.23H18.9.26H18.10.24H18.11.25H18.12.26
���　　平成
16
年度調査
(H16.10.4
～
H17.2.9)
���　　平成
17
年度調査
(H17.4.27
～
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＜地下水：
Bw-02
＞
                                   
地下水（
Bw-02
）　ヘキサダイアグラム
15.0 10.0 5.0 0.05.010.015.0H16.10.4H16.12.9H17.2.9H18.4.27H18.5.30H18.6.21H18.7.22H18.8.23H18.9.26H18.10.24H18.11.25H18.12.26
���　　平成
16
年度調査
(H16.10.4
～
H17.2.9)
���　　平成
17
年度調査
(H17.4.27
～
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＜上流部沢水＞
                                    
＜上流部沢水＞
 
健康項目については、ほとんどの項目で定量下限値未満であり、参考値である環境基準に適合する結果であった。
 
また、ダイオキシン類についても環境基準に適合する結果であった。
  
上流部沢水　ヘキサダイアグラム
1.0 0.8 0.6 0.4 0.2 0.00.20.40.60.81.0H16.10.4H16.12.9H17.2.9H18.4.27H18.5.30H18.6.21H18.7.22H18.8.23H18.9.26H18.10.24H18.11.25H18.12.26Na++K+Ca2+Mg2+SO42-HCO3-Cl-
陽イオン　
me/L
陰イオン　
me/L
���　　平成
16
年度調査
(H16.10.4
～
H17.2.9)
���　　平成
17
年度調査
(H17.4.27
～
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＜プラント裏湧水＞
                                    
＜プラント裏湧水＞
 
健康項目では、全ての項目で参考値である排水基準に適合している。
 
なお、定量下限値を超えて検出された物質は、「鉛」・「砒素」・「硝酸性窒素および亜硝酸性窒素」・「ふっ素」・「ほう素」の
5
物質は昨年と同様の項目であり、経時的な変化についても認められなかった。
 
また、ダイオキシン類についても排水基準に適合する結果であった。
  
プラント裏湧水　ヘキサダイアグラム
15.0 10.0 5.0 0.05.010.015.0H16.10.4H16.12.9H17.2.9H18.4.27H18.5.30H18.6.21H18.7.22H18.8.23H18.9.26H18.10.24H18.11.25H18.12.26
���　　平成
16
年度調査
(H16.10.4
～
H17.2.9)
���　　平成
17
年度調査
(H17.4.27
～
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＜浸出水：
No.2
および
No.3
＞
                                    
浸出水
No.3
　ヘキサダイアグラム
50 40 30 20 10 01020304050H16.10.6H16.11.13H17.9.8Na++K+Ca2+Mg2+SO42-HCO3-Cl-
陽イオン　
me/L
陰イオン　
me/L
浸出水
No.2
　ヘキサダイアグラム
50 40 30 20 10 01020304050H16.10.6H16.11.13H17.9.8Na++K+Ca2+Mg2+SO42-HCO3-Cl-
陽イオン　
me/L
陰イオン　
me/L
＜浸出水＞
 
健康項目については、いずれも参考値である排水基準に適合する結果であった。なお、昨年度に同様に定量下限値を超えて確認された
5
物質（「鉛」・「砒素」・「硝酸性窒素および亜硝酸性窒素」・「ふっ素」・「ほう素」）については、今年度の調査では「鉛」を除く
4
物質の検出が確認されている。
  
また、生活環境項目についても、いずれも参考値である排水基準に適合する結果であった。
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５．ガス濃度モニタリング結果
                                     
硫化水素メタンアスベスト硫化水素メタンアスベスト
(ppm)(%)(f/L)
　
f=
繊維
(ppm)(%)(f/L)
　
f=
繊維平成
17
年
4
月
28
日
BW-04
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満
b-39
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満北：
0.7m/s
平成
17
年
5
月
30
日
BW-04
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満
b-10
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満無風平成
17
年
6
月
21
日
BW-04
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満
b-10
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満東南東：
0.5m/s
平成
17
年
7
月
22
日
BW-04
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満
b-10
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満東北東：
0.2m/s
平成
17
年
8
月
23
日
BW-04
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満
b-39
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満無風平成
17
年
9
月
26
日
BW-04
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満
b-39
付近
0.00260.05
未満
0.3
未満南南東：
0.1m/s
平成
17
年
10
月
24
日
BW-04
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満
b-39
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満無風平成
17
年
11
月
25
日
BW-04
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満
b-39
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満北北東：
0.5m/s
平成
17
年
12
月
26
日
BW-04
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満
b-33
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満東北東：
0.4m/s
特定悪臭物質の規制基準
(
岐阜市全域
)0.02ppm
－－
0.02ppm
－－作業環境
(
管理濃度
)10ppm
－
150f/L(0.15f/cm3)10ppm
－
150f/L(0.15f/cm3)
爆発限界（下限）※
40000ppm(4%)5%
－
40000ppm(4%)5%
－大気汚染防止法－－
10f/L
－－
10f/L
※ガス濃度が爆発下限の
30%
以上になった場合は、直ちに作業を中止して退避が必要となる。＜試験方法＞メタン　　：
GC-(TCD)
法アスベスト：
JIS
　
K
　
3850-1
　「空気中の繊維状粒子測定方法」硫化水素　：環境省告示第
9
号
 
別表
2 
第
1
測定時の風向：風速測定年月日自主撤去作業エリア地点地点敷地境界＜ガス濃度モニタリング＞
 
自主撤去作業箇所および敷地境界における大気中の硫化水素、メタン、アスベスト濃度についてはほとんど定量下限値未満であり、作業環境および大気環境基準等を超過する項目は認められなかった。



　　２　場　外　分　　調査位置図
1
１．地下水
2
２．河川水
6
３．排　水
12(
一斉観測結果
)
１．地下水
14
２．河川水
15
３．排　水
16
４．土壌・底質
14
５．大気環境調査






































